
今年こそ県立自然史博物館設立へ大きな一歩を

理事長 天岸 祥光

この度理事長に推薦していただきましたが、

正直まだ戸惑つています。というのも、私の専

門は宇宙プラズマ物理学でして、この自然史博

物館が目指す方向の中には点として存在しない

分野だからです。また、多少鳥や植物などに関

ノトが有るといつても、我々のような素人とその

道の専門家との間には、月とすつ|まんほどの差

があり、まして、このネツトワーク|こ集合して

いる方々は静岡を代表するその道のベテランば

かりです。そこへのこのこ出かけてい<ほど私

も鈍感ではないつもりでしたが、池谷先生とは

長い付き合いでしたし、湯浅先生にまいつもい

ろいろ教えていただいていますし、三宅昌」理事

長や柴理事の情熱にもほだされてしまい、また、

自然史博物館が静岡にまだないのは「異常」だ

とも思つていて、私にできることがあれば微力

ながら尽力させていただこうかとだんだん考え

るようになり、躊躇しながらもお弓|き 受けする

ことにした次第です。よろし<お願いします。

伊藤二郎先生の「我が思い出の記」の中に、

県立自然史博物館設立運動の発起につながる経

緯が取のようこ記されています。『 。・・平成 7

年 2月 1日 |こ杉山恵―氏が資料を携えてひよつ

こり私の家に来て、博物館の話をはじめられた

が、折角だから他の熱心な方々も0乎ぼうという

こと|こ なつた。植物研究会会長の湯浅保雄氏、

昆虫同好会代表の高橋真弓氏、野鳥の会静岡支

部長の三宅 隆氏の 3人に電話し、(中略)5名
で大いに談合した。(中略)更に静岡県地学会

会長の伊藤通玄氏、桂日|1草の友会長杉野孝雄氏、

静岡淡水魚研究会会長の板丼隆彦氏を力0えて 8

名で発起人会をつ<り、その第 1回発起人会を

3月 16日 に行うことになつた。』

それなら8年後、現在の NPO自然博ネツト誕

生へと発展し、NPO初代理事長の池谷先生は平

成 15年「自然史しずおお」創刊号の巻頭言で、

『・・・コの回りの□一カルな自然ならスター

トして、東海地域、日本列島、西太平洋―東ア

ブア、全地球、そして宇宙にまで広げたグロー

バルな視点で、「自然の成り立ち」を理解し、

再び足もとの自然を見つめてみましよう。きつ

とか|すがえのない地球の営みが見えて<ること

でしよう。そして、

この地球がいつそう

愛おし<思えて<る
ことでしよう。この

ような県民の知的活

動の場を提供し、そ

れらを支援する体制

を整えた自然史博物

館を是非私たちの手

で倉」りましよう。』と、

この NPOの意義を熱

<語つています。

総会で挨拶する
天岸祥光理事長

5月 16日、私にとつては事実上初めての理事

会に出席しました。そこで感じ取つたことは、

県とのコンタクトも得ながら、いろいろな形で

フイールドや展示を通して小中高校の生徒、教

員たちに、これだけの自然を有する静岡県の素

晴らしさを、これまで以上に「見てもらおう」

という姿勢でした。総合学習 (それ自体は問題

を含んでいたと私は思つていますが)が下火に

なり、教科書が厚<なり、ベーバーテスト重視

の方向性が顕著になつてきた中で、こういつた

より積極的な啓蒙運動は、自然史博物館の設立

という大きな目標や理念を下支えする大切な動

きの―つになることでしよう。

しかし昨今の経)斉状況の下、これまで日本各

地の文化を支えてきた各種の博物館が今閉館に

追い込まれています。特に「分なる人だけが来

ればいい」というスタンスの博物館は存在が難

し<なつてきました。今は博物館設立運動に

とつて決していい環境ではありません。そんな

中、県立静岡南高校の話はこれまでにない朗報

ですし、静岡県全体が自然史博物館である、と

いう観点からの県の力強いサポートも期待でき

るようになつてきました。

まだまだイバラの道なもしれませんが、入梅

直前の今、いつぱいに咲いているノイバラの花

も、よ<見るとなつなか美しいものです。これ

までの長期にわたる努力が報われ、今年こそ―

周遅れを取り戻せる大きな一歩になるよう、皆

様と共に邁進していきたいと思つています。



総会記念講演

「博物館と遣fA科学の挑戦」

遠藤秀紀 (東京大学総含研究博物館教授)

講演中の遠藤秀紀氏

みなさん方が博物館をつ<るということは十

分に分かつていますし、今日、このフロアーを

見ただけでも、あの標本の集め万は非常に健全

です。ものごとの 99%は笑つてやつていかな<
てはならなりませんが、1%<らいは本気で気に

しな<てはならないことがあります。今日はそ

のことが見える話について、少しお話をします。

博物館とは、人とものが集まり新しい智を生

み出す場です。たまたま私の場合は、解剖して

死体を集めています。たとえば、これは忠犬ハ

チ公のは<製ですが、忠犬ハチ公は東京帝国大

学で解剖され、は<製は国立科学博物館に残さ

れ、その1蔵器は東大にあります。最近、その臓

器から癌が見つかり、80年前に死んだ忠犬ハチ

公が癌で死んだことがわかりました。人の営み

がすべてフロアーや収蔵庫にあり、その時その

3守代の新しい者えを生み出すのが博物館です。

これはバンダの解剖の様子ですが、なんでも

かんでも集めて記録してい<ことが博物館の仕

事です。私の研究の話をします。バンダの指が

何本あるか。今まで 6本の指があり、それらで

竹や笹を支えていたと言われていました。死体

をた<さん集めていると、年間 500か ら 1000

体の死体が研究室入つてきます。世の中は死体

を自然に生んでいきます。普通動物園の死体は

廃棄物であり、私の研究は社会的にゴミといわ

れているものを集めています。

蓄積していつたら、新しいことがわかってき

ます。私はバンダの 7本目の指を見つけて、バ

ンダは 5本の才旨とその対面の 2本の指を使つて

竹や笹を握つているという結論になりました。

人間は親指を4本の指に対面させてものを握り

ますが、バンダは熊の仲間でもともと指には鋭

い爪があり、獲物をたたき殺して食べる肉食肇

でした。そのような肉食獣をものが握ることの

できる動物に改造するためには、6本目と 7本
目の指を加えるしかなかつたのです。これにか

かつた0吉間は 800万年<らいだつたでしょう。

ヒトがサルのうち 2本足で立ち上がつて歩いた

0寺代と、バンダが笹を握るようになつた時間と

同じだと思います。バンダは数少ないウサギを

追うよりも、無尽蔵に生えている竹や笹をつか

んで食べる生き方を選んで、生き残つてきたの

でしよう。

70年5り にバンダの指を 6本なら 7本指に書

き換えたということが、私の博物館が出した新

しい考えです。結構おもしろい発見というのは、
10才にでもわかる内容です。この発見はもとは

と言えば、社会ではゴミとされていたものを徹

底的|こ集めたことから生み出されたことが、ひ

ね<れた私の誇りです。

みなさんは、いろいろな標本を集めています。

それらの標本なら新しいことを発見することが

博物館です。ということは、実は静岡県のこの

博物館は、組織的には存在しないし、建物も建つ

ていないかもしれないけれど、もう十分始まつ

ています。博物館に完成はありません。博物館

は永遠に進行形ですが、さらにそれを時に形を

ともない、時にもつと多<の人間を集めて、そ

れで博物館を作つていきませんか。もうすでに

みなさんは、それができる夢のとつかかりこき

ていると私は思います。

博物館とは、どういうものか。もともと日本

人は博物館が好きだと思います。しかし、かつ

て博物館は通俗教育と言われました。明治 20年
に太政官による公文書では、真理の探究は帝国

大学でのみイ子い、国家思想を広めるために学校

教育があり、最後にその臣民へ技術や実学を普

及する補完装置が博物館であるとされています。

約 150年前、我が国の博物館の辛い歴史はここ

に始まつてしまいます。明治3守代に、先進国か

ら近代国家のし<みを我国は学びましたが、国

民それぞれがもつ文化は―番最後にどうでもよ



い形でしかもつてこれなかつたのです。

博物館は制度的にも否]]弄されます。その時そ

の0寺の社会教育の位置づけで、監督官庁が変わつ

ています。戦後、占領軍は文化政策を行い、図

書館を日本の全国にしつかり設置しますが、残

念なことにアメリカ教育使節団は博物館法をつ

<つた段階で日本から去つてイ子きました。博物

館法では、学芸員の設置と利用の無料をうたつ

ていますが、今や博物館の評価は入館券収入が

い<らあるかということになつていて、実態と

理念とが 180度乖離してしまつています。

戦後高い理念でつ<られるはずだつた博物館

は、IE「治の世界でいうと、公共事業と利益誘導

のための玩具になり、地域社会では観光と誘客

のためのものとなりました。教育の世界では、

だめな県立高校教員の島流し場所になりまし

た。戦後の博物館の建設では、入本しによつて展

示業者にまる投げすることで博物館がつ<られ

たために、徹底的にコストダウンされた同じよ

うな博物館が全国的につ<られ、日本に新しい

博物館ができな<なりました。

バブル期の 80年代から 90年代には博IIm館建

設ブームで、箱もの博物館が多数建設されまし

たが、この3寺代に静岡県は博物館を建設しませ

んでした。ふざけた市場原理で博物館がつ<ら
れているのに対して、静岡には静岡でしかでき

ない、新しい日本でいや世界で最高の博物館を

つ<つて<ださいcそのためには、みなさんが

このようなものこ対して確なな目をもつて批判

をし、ビジ∃ンをもつてい<ことです。私はそ

のことに対して、みなさんのものの集め方に、

熱意や熱狂を感じたので安心しています。しか

し、ちょつと気を抜<と、経済原理は博物館を

食い物にしてい<ので、県民と県政がしつかり

と見張つて行<ことが必要です。

では、遠藤は何をしているのか。私には闘わ

な<て はならない相手がいます。自然史博物館

の標本数では、日本の博物館は世界の大規模な

博物館の標本数に比べ、100分の 1にすぎませ

ん。スミソニアン研究所の博物館は、その広さ

が哺7し類の収蔵庫だけでフツトボール場 12面

あり、このひとつの博物館の収蔵標本だけで日

本のすべての博物館の収蔵標本数を超えていま

す。日本の博物館の小ささがわかると思います

が、これからこれに負けないようにみなさんで

やつていきましよう。

パリの博物館では「ノアの方舟」と0乎ばれる

展示室があり、そこは見渡す限り動物の骨ばか

東京大学総合研究博物館の骨格標本群

りが置いてあるだけで、生きとし生けるものの

すべてを目にしていける箱です。僕は学者とし

ては、一生これを頭に浮かべながら博物館の仕

事をしてい<と思います。これを集め始めたの

は、ブ∃ルジュ 。キュビェという 1800年ころ

の自然史学者。解剖学者で、旧約聖書にある「ノ

アの万舟」をバリの町につ<るという夢をみな

がら、学究生活をして世界中の動物の骨を集め

ていたんですね。この建物が建つたのは 1900

年。今 2000年に我々はすべてを見ることがで

き、ここに立つと研究者として次のアイデイア

や意欲が湧いてきます。ここで、さまざまな人

が自然を直接感じて、自然に対する関ノトが湧き

あがつて<ると思います。こういう部屋をつ<
らな<て はならないといつも思つています。

キュビエが夢を見て 100年経つて箱ができ、

100年なけて人間のノトを変えている。パリひと

つで博物館をつ<るのに 200年かかつている。

200年後の国づ<り を誰がやつているのでしよ

うか。政治家がやらないのでしたら、みなさん

ひとりひとりがやる仕事で、まして博物館づ<
りはこれ<らい永<やつていい仕事です。ぜひ、

いつしよにやつていきたいと思います。

死体や標本、本などのものを集めるというこ

とは、死体や標本を生み出している人間の気持

ちや社会があり、それを集める博物館は人間の

気持ちや社会と強<結びついています。現代社

会では死や遺体との関係が乖離しています。教

育では、死を含めてすべてのことを子供たちに

知らせな<て はなりません。我々は、人が集つ

て、教育をして、教えあって、新しい者え方を

生み出す博物館をつ<つているのです。もし、

博物館が入館者数や市場原理で評価され、それ

をもつて存立基盤とされるなら、我々は年間

1000万人の入場者のあるデイズニーランドに勝

たな<て はなりません。我々がやらな<てはな

らないことは、デイズニーランドに勝つことで

はな<、 人を育てることです。



自然観察会報告 三保じ―チコーミング

石川章子

静岡雙葉学園の清 邦彦先生から
ビーチコーミングの説明を受ける

折戸湾側ビーチで、
さまざまな貝を拾う子供たち

3月 20日 (日 )三保真崎海岸でビーチコー

ミングが行われました。風は少しありました

が、晴天に恵まれ、干潮の0寺間と重なつたの

でとても浜が広 <、 絶好のビーチコーミング

日和でした。ですが、不意にも津波のイメー

ブが濃<残る3寺期だつたので、海辺での活動

は少なならず不安の中での開催となつてしま

いました。

清 邦彦先生から、打ち上がる物によつて、

表面ならではわからない海底の様子や、海だけ

ではな<海から離れた山や川の自然、地質や歴

史、文化や営み等まで知ることができる博物

館のようだと伺いました。また、テーマを決

めて拾い、拾つたものはコレクシヨンボツクス

にするといいと、先生が今まで拾つた様々なも

東海大学 自然史博物館学芸員の柴 正博先生
から前浜・後浜の堆積物の特徴を聞く

のを、小さなプラスチツクケースに分けて入

れてあるのを見せていただきました。

まず内海の砂浜に出て、柴 正博先生から、

波の作る浜の様子や前浜後浜など拾うポイン

トのレクチヤーを受けました。石について、砂

岩や火成岩がほとんどで、ほんの少ししかな

い黒<て すべすべした蛇紋岩や白い石英など

を探 してみようと伺いました。

私は最初にオレンブ色のナミマガシワが目

に付いたので、黄色やピンクなどいろいろな

色のナミマガシワを集めました。かわいい形

のキンチヤクガイやナガニシ、タカラガイな

ども拾いました。

内海ではヒトデ、ウニ、力二、フブツボ、

イカの甲、海藻などの海の生物。スクミリン

いろいろな、 漂着物を探しながら歩く



鱗

拾い集められた

ナミマガシワなど貝類 やシーグラス

ゴガイ、鯉などの川の生物。栗、タマネギ、

ナツミカン、クルミ、オナモミなどの陸の植

物。ライター、瓶、茶碗、シーグラス、磁器

の欠片、ルアー、 podなどの人工物…想像し

ていたよりもた<さ んの物が落ちているのが

見られました。

灯台を越えて外海に行<頃には、目が慣れ

てきたのか、最初はなかなな見つけられな

なつた蛇紋岩もすぐに見つけられるようになつ

ていました。外海の波打ち際ではタコ、ウミ

ケムシ、アメフラシ、ユムシ、ゴカイなど生

物も多<見られました。

拾い歩<だけでな<、 立ち止まり耳を澄ま

せば鳥の声も聞こえ、足元にはコウボウムギ

などの海岸植物も見られました。

最後にみんながどういう物を拾つたか見せ

合いをし、他の人が拾つた物でいいなと思う

物をトレードしたりもしました。私の拾つた

タカラガイと女の子の拾つたナミマガシワを

交換しました。各々の興味や関心によつて、同

じ浜を―緒に歩いたの ?と思う程それぞれ目

に付<物が様々で、そのことも、とてもおも

しろいと思いました。

生物、地質の観点なら専門的な話を伺いな

がら体験し、自然や文化について大人から子

供まで各々のスタンスで好奇ノトを満たした「博

物館」のような会でした。

拾い集めたものを見せ合う参カロ者

自然観察会報告 黒川自然観察会

横山謙二

5月 8日 (日 )に、毎年、静岡昆虫同好会

との共催の黒川自然観察会を行いました。天

気に恵まれ、30名 ほどの参加者がありまし

た。

午前中は、昆虫採集を行いました。春先気温

が低い日が続いたためか、夕」年よりも昆虫が少

なかつたように思います。それでも、ジヤコウ

アゲハ、オナガアゲハ、カラスアゲハなどが採

集できました。

午後は、川の生物の採集を行いました。アマ

ゴ、アブラハヤやタカハヤなどの淡水魚やイ

モリ、力エルなどが採集できました。
黒川で、 水生動物の採集を行う子供たち
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穂積神社で見られたアズマヒキガエル

2011年5月 11日 、静岡県は朝から強い雨が降つていました。毎年の恒汐」となつているカェル探しに

は、うつてつけの天気で、私はその晩に興津川の支流である黒川 |こ 向け車を走らせました。カェル探

しの場である黒川は県内 |こ 生息する様々な力エルが観察できるスポットで、県内の14種のうち、黒川

では8種類も見られるのです。

そんな黒川で観察できた力エルの中から大型種であるアズマヒキガェルを紹介しようと思います。体

長η44cm、 体重285gにもなる大きなアスマヒキガェルの雌が今回、道路の真ん中でドスンと座り姿を

現して<れました。小型のアマガエル (体長4 2cm、 体重719、 同日に黒川で観察)と比較すると、こ

のアスマヒキガエルがいかに巨大であるかが、よ<わかります。アズマヒキガエルは県内であれば、

どこに出現してもおかし<あ りません。以前に私は、三保半島の海岸近<を歩いているアスマヒキガ

エルを目撃し、またある3寺 は南アルプスの標高2000m付近の切りたつた岩の上で誇らしげに座つてい

る姿も確認しました。富士山の山頂では見ていませんが、いてもあかし<あ りません。山奥であろう

が市街地であろうが関係な<出現する彼らですが、普段どのような生活を送り、また、どのような移

動経路で私たちの目の前に現れ出るのがはほとんどわなつていません。様々な場所に出現できる理由

は、驚異的な生命力によるものです。アズマヒキガエルは、急に-20℃の環境におかれても仮死状態と

なりますが生きていられるようです。また乾燥にも強<、 全コの皮膚が他の力エルと比べると非常に3
厚い構造になつています。

このようにアズマヒキガエルはタフな体で身を守るのと共に、ブツフォトキシンという毒を分泌し

外敵から身を守つています。これと同じヒキガエル属のオオヒキガエルも同様にブツフォトキシンを

分泌するのですが、体がアスマヒキガェルよりも大型で毒の分泌量も非常に多<、 ォーストラリアで

はベツトである犬猫がオオヒキガェルを<わえてしまい毒により絶命する事故が問題になつているほ

どです。アスマヒキガエルも同様に強い毒を保有し、蛇や哺乳類による攻撃を受けた際は威嚇のポー

ズとして頭を下げて体を膨らませ、毒を分泌して抵抗するのです。

驚異的な生命力と強力な毒を持つ最強のアスマヒキガエルも冬が過ぎ暖か<な り始めると繁殖のた

めに移動を始めます。繁殖場は川の淀みや池、水溜りなどです。雌の背中に一回り小柄な雄がしがみ

付いた状態で多数の卵が管状の卵塊に包まれ産卵されます。2011年 5月 4日 200きに竜爪山の穂積神社

で繁殖現場を撮影 したので写真を掲載します。

尊
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タイ南部ソンクラー湖のオストラコーダ
塚越 哲

A:SrenOcypris derυρra,B:Brad′ eysrrandes′ a v1/eberi, C:BradreyCyp″ s ob′′9υa

ソンクラー湖はタイ南部、マレーシアとの国境近<に位置する湖で、同国最大の湖である。その

面積は1,040 km2、 南北78kmに達する。ちなみに日本最大の湖である琵琶湖の面積は670 km2でぁる。ソン

クラー湖は海跡湖であり、東南端では狭い水路でタイ灌に開□しているが、現在はほぼ完全な淡水

湖と考えてよい。

筆者は昨年3月 、ソンクラー大学天然資源学部で水生生物の環境生態学を専門とするサオワパ・

アングスパニツチ教授の元に赴き、ソンクラー湖で採集されたオストラコーダ (貝形虫、カイミブ

ンコ)標本の提供を受け、その同定を依頼された。提供された標本はいずれもソンクラー湖北部沿

岸の水面に繁茂するホテイアオイの根から採集されたものである。

検鏡の結果、写真で示した 3種が同定された :

A:Srenο cypris deruρfa Vavra,1906  〔イ本長約3mm〕

B:Bradノeysfrandes′ a weberi(MOniez,1892) 〔イ本ξ尋1旬 0.9mm〕

C:Brad′ eycypris οb′′9υa(Brady,1868)  〔体長約 lmm〕

いずれも、南アブア～東南アジアに広<分布する淡水生種である。淡水生種は、海域に比べて不

安定な水域に適応するための乾燥に耐える卵を形成することが知られ、この耐性卵が広域分布を可

能にすると考えられている。しかしアングスパニツチ教授は、インドネシアから輸入されたホテイ

アオイに注目してお り、これらのオストラコーダは、このホテイアオイと共にソンクラー湖に人為

的に持ち込まれたのではないかと考えている。

分類学者として感心させられることは、アジアに分布するこれらの種がヨーロツパの研究者によつ

て、既に100年以上も前に記載されていることである。このような微小な生物にさえも、遍<目 を向

ける彼らの自然史科学の伝統には敬服せざるを得ない。



駿河湾の深海魚 (4)

イワハグカ (その 1)

久保田 正・佐藤 武

図 1イワハダカ サクラエビ網混獲 体長 38 mm

イヮハダカ Benfゎ osema ρferofυmは、

ハダカイワシ科、ソコハダカ属の―種で、

日本近海では、黄海、東シナ海、鹿児島湾、

駿河湾、相模湾などから報告があります

(図 1)。 その出現は、黒潮の影響を受け

る沿岸の大陸棚上またはその周辺海域に

限られ、外洋からの報告はありません。

また、台湾南万の東南アジア海域ならイ

ンド洋、アラビア海、紅海などの大陸棚

の周辺海域にも生息しています。

最初に、イワハダカが属するハダカイワシ

科魚類の特徴について概略を説明しましよう。

本科魚類は、ハダカイワシロに属し世界の海

洋に普遍的に分布 し中深層性魚類として知ら

れ、世界中の海なら約 240種が報告されてい

ます。体長は、成魚でも 2 5cm～ 30cmを 超

えない大きさです。種の同定は、体表にある

種独特の発光器の数やその配列によつて行わ

れています。この発光器は、左右のイ貝」面にあつ

て、一部の種を除いてイ貝」線よりも下方にあり

ます (図 2)。 また、鱗は多<の種が尿」がれや

すいので和名ではハダカイワシ (裸鰯)と呼

ばれていますが、イワシの仲間ではありませ

ん。英名では lantern(ち ようちん)fishと 0乎

ばれています。

この仲間は、昼と夜とで生息水深が異なり、

一日を単位とする日周鉛直移動を行つていま

す。その夜間の分布様式から次のように分け

られています。①海面上昇群 :夜間は主に 0

図 2ハダカイワシ類の発光器の一般的な

配列とその名称 (略語で表記 )

～ lmま で上昇する。昼間は水深 200～ 400m
に下降 し僅かに光のある層に生息する。②中

層上昇群 :昼間は水深 400～ 700m層 を中心

に生患するが、夜間には 100～ 200m層 まで

上昇する。しかし海面直下までは上昇しない。

種によつて上昇水深が深いものと浅いものが

ある。③非上昇群 :昼夜による生患水深がほ

とんど変化 しない。

イワハダカは、上述の②の中層上昇群に属

しています。この群には本種の他にスイトウ

ハダカ、 トンガリハダカ、イタハダカなど多

<の種類が含まれています。また駿河湾産の

本科魚類は、18属 50種が報告され、本邦で

は出現種数が最も多い湾として知られていま

す。当湾における本種は、定置網やサクラエ

ビ漁の中層弓|き 網に0寺々単―種で大量に混獲

されることがあります。
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図書紹介

」l山真人著「伊豆の大地の物語」

静岡新聞社 (2010。 9刊行)1524円 +税

伊豆の大地は、約 2000万年前にはるか南洋での海底噴人に

始まり、火山島としての成長と北上、そして本州への衝突、半

島成立といつた特異な歴史を秘めている。そしてその大山活

動は、災害の原因であると同0きに、自然の恵みの源でもある。

本書は、上記のような伊豆の成り立ちとその魅力を、地形

や露頭のひとつひとつから、圧倒的なリアリテイでもつて語

りかけて<る。その根源は、著者が卒業研究以来、徹底して行つ

てきたフイールド調査にもとづ<科学的な記述にある。

著者の言を借りれば、「見慣れた地形・風景には、すべて意味がある」、「そして、その意味を自

分で読ぬことができるようになれば、日に映る世界は全<違つたものとなる」。本書を通読するこ

とで、伊豆半島の風景はこれまでと違つた深い意味をおびて<るだろう。本書は、見開き2ベーブで

一つの地域やトビツクを紹介しており、現地の風景を改めて見つめ直すガイドとしても有用で

ある。

静岡県は、伊豆ブオバークの構想を現在うたつているが、本書はそのテキストとしてもすぐ

れている。ブオバークは、大地の自然資産を活かした新たな観光のあり方で、ユネスコにより

支援されている。そこでは、自然だけでな<、 その恵みに活かされた文化や<ら し、地域のつ

ながりが重視される。

著者は、大地の営みの中で災害と恵みが表裏一体であることを繰り返し述べている。このこ

とは伊豆に限つた話ではな<、 多様な静岡県の自然にも広<あてはまる。静岡県の自然史博物

館は、自然史から、暮らしや文化そして防災へと極めてユニークな展開をできる場になれるの

では 0・ そのような可能性を教えて<れる一冊である。 (文貢 :延原尊美)

常設展示会「静岡県の自然」

豊かな静岡県の地形や動植物などを、パネルや標本で紹介します。

開催開始 :7月上旬から (原則常0守開館するつもりですが、臨0寺休館することもあります。)

開催日時 :月曜日なら金曜日の午前 100寺なら午後 30寺まで

場  所 :静岡県自然学習資料センター 3階 展示室

※展示観覧希望者は、2階事務室にて受付してもらい会場に案内します。

※なお、収蔵コレクシ∃ン展実施中は、常設展示はお休みします。

収蔵コレクション展「世界のアゲハチョウ」

このセンターに収蔵されている約 5万点のチヨウの標本の中から、アゲハチョウの仲間

を紹介、展示します。東南アブアのトリバネアゲハやキシタアゲハ、中南米のモルフォチョ

ウなど、見事で美しいチ∃ウたちをご覧<ださい。

開催期間 :平成 23年 8月 13日 (土 )～ 8月 31日 (水 )

開催場所 :静岡県自然学習資料センター 3階 展示室

開催0寺間 :午前 100寺から午後 40寺まで

※なお、土日には、チヨウ標本の作り方の体験講習も行

います。

会場案内図
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「東海自然誌」第 4詈が発行されました !

東海自然誌編集委員会

NPO自 然博ネツトの自然史研究報告である「東海自

然誌」の第 4号が 2011年 5月 31日 に発行されました。

「東海自然誌」は、静岡県自然保護協会によつて 1974

年なら 1979年 にかけて第 3号まで発行された研究雑誌

の名称ですが、その名称を継承したものです。「東海自

然誌」第 4号は、NPO自然博ネツトが発行する自然史

研究報告としては倉」刊号にあたり、今後も毎年発行して

いきたいと考えています。

第 4号の内容は、以下のようなものです。NPO自然

博ネツトの会員には配布いたしませんが、ホームベーブ

(htt耐ノⅧ脚
“

pmnh」 p/repo″ index html)に 第 1号から最新

号まで pdfフ アイルで掲載しておりますので、開覧やダウ

ンロードができます。

印刷部数は 250部で、関連する博物館や図書館に配布い

たしますが、会員でご希望される方には、4冊送料込 1000 東海自然誌 第 4号

円にて頒布いたします。ご希望の方は、郵便振替 (振替□座番号 :00860-8-56970、 □座名 :

自然博ネツト)で冊数と送付住所氏名を明記して冊数分を入金して<ださい。振替確認後に送

付いたします。

なお、沢の第 5号の投稿も募集しておりますが、原稿締切期日 10月 15日 とします。静岡県の

自然史に関する発見や記録などの資料や短報などを、多<の方に投稿していただければと思つて

います。

東海自然誌―静岡県自然史研究報告― 第 4号

東海自然誌倉」刊の頃  杉山悪一

陳 著論文〕

静岡県牧之原市大知ケ谷における 2006年ナウマンゾウ化石発掘調査報告

一ナウマンゾウ産出層準とその堆積環境について一

横山謙二 。大迫崇史・池谷仙之・深沢哲治 。NPO法人静岡県自,渡博物館ネツトワーク発掘調査団

〔資料〕

静岡県御前0奇海岸と茨城県大洗海岸における海岸暁死鳥類

lm死鳥類の状況とテグス等による被害

佐藤顕義・勝田節子

自動撮影カメラを用いた静岡市中山間地の0甫7し類の確認とその有効性について

三宅 隆・佐々本彰央

〔短報〕

天竜川におけるゼゼラの静岡県初採捕記録 JLl‖捷康

ユゴイの新産地と採捕場所の特色 JU‖捷康

静岡市におけるウマノオバチの採集記録 高月 誠・高月 稜 。高月宏―朗 。高月恵美

問合わせ先および投稿先

〒424-0802 静岡市清水区辻 44-17 静岡県自然学習センター内

NPO静岡県自然史博物館ネツトワーク辻事務所 丁d&Fax 054-367-2111

飾 規定 :htp//― spmnhJp力 nfOrm/nhsr edgud pdf

京寿自彙漁
静田県自然史研究報告



静岡県立静岡南高校の視察

事務局

静岡県によつて、自然系博物館候補地にあげ

られている、静岡県立静岡南高校の施設を 5月

18日 に見学にイ子つてきました。天岸理事長をは

じめとして、理事など 8名が参加し、県企画課

職員 3名と共に高校施設を<まな<見学してき

ました。

静岡南高校は、昭和 58年に開校し、まだ28

年しかたつていない県立としては新しい高校で

す。少子化による生徒数の減少など|こ より、平

成 25年 3月 をもつて閉校となり、他の高校と

統合さ4るこここなつています。県企画課は、

この蓄・天後の校舎を禾」用して、自然系博物館と

υて≡整情υ、26年 4月 こ開館する予定で計画

を立てています。

場所は、日本平のふもと、静岡市駿河区大谷

静岡南高校図書室を見学する

にあり、静岡大学の裏手の高台に建つていま

す。校舎からは駿河湾が一望できる、いい環

境にあります。全体の校舎敷地は約 57,000m2。

3階建ての校舎と、体育館、プールなどの施設、

および 21,000m2の運動場があります。教室

30室や、生物、化学などの実験室、パソコン

ルーム、図書室など整備されています。今回は、

これらの部屋を博物館としてどのように利用

できるか、下見と言うことです。

今後、今回の視察結果をふまえ、必要な追

加設備や自然系博物館として起動するための

組織や付属施設などについて、当 NPOと して

も、県への提言や意見を出し、夢の実現に向け

て積極的に関わつていきたいと考えています。

静岡南高校玄関

川勝静岡県知事

「静岡県自然学習資料センター」を視察 !

3月 22日 、突然、川勝静岡県知事が、清水区

辻の 晴争岡県自然学習資料センター」に来所され、

収蔵ヨレクシ∃ンなどを視察されました。短時間

ではありましたが、コレクションの多さに感激さ

れ、静岡南高校への移転、静岡県立自然系博物館

の開館にも言及され、どのように活用したらいい

のか、早めに検討するよう言われました。

川勝静岡県知事に標本の説明をする三宅副理事長

つ

」


